
　

毎
日
の
生
活
の
中
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
学
ぶ
「
親
子
で
省
エ
ネ
教
室
」

（
全
３
回
）。
第
２
回
目
は
「
省
エ
ネ
工
作

教
室
」を
開
催
し
ま
す
。
廃
材
を
使
っ
て
、

手
回
し
発
電
機
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
４
年

か
ら
６
年
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
＝
７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
（
あ
つ
ま
れ
得
す
る
サ
マ
ー
フ
ェ

ア
２
０
０
８
内
で
実
施
）　

▼
場
所
＝
田

原
文
化
会
館　

▼
内
容
＝
単
３
乾
電
池
が

充
電
で
き
る
「
廃
材
を
利
用
し
た
手
回
し

発
電
機
」
の
工
作　

▼
定
員
＝
30
組
（
先

着
順
／
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も

受
け
付
け
ま
す
）　

▼
参
加
料
＝
５
０
０

円
（
材
料
費
）　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
25

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
不
要
な
板
の

切
れ
端
（
か
ま
ぼ
こ
の
板
な
ど
）
が
あ
る

場
合
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１

　

23
局
０
４
８
８

　

ecoene@
city.tahara.aichi.jp

短
い
作
品
を
読
ん
で
、

　

感
じ
た
こ
と
を
絵
に
描
い
て
み
よ
う
！

　

作
家
・
岡
野
薫
子
さ
ん
の
短
編
童
話
三

編「
キ
ツ
ネ
が
ひ
ろ
っ
た
て
ぶ
く
ろ
」「
窓
」

「
水
中
花
」の
中
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
作

品
を
選
び
、
読
ん
だ
後
に
感
じ
た
こ
と
を

絵
に
描
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

▼
日
時
＝
８
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館　

▼
講
師
＝
岡
野
薫
子
さ
ん

▼
定
員
＝
20
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
７
月
20
日
（
日
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
に
て
（
保
護
者
の
住
所
・
氏
名﹇
ふ

り
が
な
﹈・
電
話
番
号
・
子
ど
も
の
氏
名﹇
ふ

り
が
な
﹈・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
筆
記
用
具
、
絵
の
道
具
（
絵

の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
な
ど
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０ 

▼
内
容
・
日
時
・
定
員
な
ど
＝
表
の
と
お

り　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
申

し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

　

愛
知
県
で
は
、
全
58
巻
の
愛
知
県
史
の

編
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
江
戸
時
代
の
東
三
河
地
域
の
資
料
を

ま
と
め「
資
料
編
19　

近
世
５　

東
三
河
」

と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
。
東
三
河
地
域
の

特
色
を
生
か
し
、
当
時
の
人
々
の
生
活
が

描
き
出
せ
る
資
料
を
中
心
に
収
録
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
地

域
の
歴
史
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
本
編
の
編
集
を
担
当
し
た
愛

知
県
史
編
さ
ん
委
員
に
よ
る
「
愛
知
県
史

を
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
８
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時

〜
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
愛
知
大
学
記
念

会
館
３
階
小
講
堂
（
豊
橋
市
町
畑
町
）　

▼
内
容
＝
江
戸
の
大
動
脈
東
三
河　

▼
講

師
＝
青
木
美
智
男
さ
ん
（
前
専
修
大
学
教

授
）、
篠
宮
雄
二
さ
ん
（
中
部
大
学
准
教

授
）、池
内
敏
さ
ん
（
名
古
屋
大
学
教
授
）、

小
川
一
朗
さ
ん
（
一
宮
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
）
▼
定
員
＝
２
０
０
名
（
先
着

順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課

県
史
編
さ
ん
室

☎（
０
５
２
）９
７
２
局
９
１
７
１

第
２
回
親
子
で
省
エ
ネ
教
室

　
（
省
エ
ネ
工
作
教
室
） 

参
加
者

あ
い
ち
子
ど
も
芸
術
大
学

　
　
　
　

２
０
０
８ 

参
加
者

吉
胡
貝
塚
資
料
館

　

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト 

参
加
者

内容 開催日 場所 対象 定員 参加料
考古学体験（発掘・洗い・拓本）
考古学の基本について

7/27（日） 吉胡貝塚資料館 小学５年
以上 20名 100円

まが玉づくり体験
玉の歴史と作り方について

8/6（水） 吉胡貝塚資料館 小学３年
以上 20名 300円

石器づくり・火おこし体験
昔の暮らしと技術について　

8/7（木） 吉胡貝塚資料館 小学３年
以上 20名 200円

発掘見学
本物の遺跡の調査風景を見学

8/8（金） 未定
※現地集合になります

どなた
でも 20名 無料

夏休み子ども相談室
歴史の勉強をアドバイス

7/23（水）～8/9（土）
※休館日を除く

吉胡貝塚資料館 どなた
でも ― 無料

■吉胡貝塚資料館　夏休みイベント

「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」 

参
加
者
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